
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  校 

（アンケート・児童観察） 

 児  童 

（訴え・教育相談） 

    保護者 

（電話連絡・相談） 

 地  域 

（登下校・休日の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

校内いじめ対策委員会 

 校長・教頭 

 教務主任・研修主任 

 生徒指導主事 

 学年主任・学級担任 

 人権・同和教育主任 

 養護教諭 等 

（全教職員への情報共有） 

 関係機関 
四国中央市教育委員会 

ＰＴＡ本部役員会 

 学校運営協議会 

 四国中央市少年育成センター 

 四国中央市警察署 

 スクールカウンセラー 

 

 

被害児童 
徹底して守り切る体制 

 加害児童 
心に響く指導の継続 

    学級集団 
いじめ見逃し０の学級 

 地域・マスコミ 
市教委との連携 

 

   

 

 

 

 

四国中央市立松柏小学校 

いじめ対応行動マニュアル 

基本概念 

❖ 自分の周りにいじめがあり得ることを常に想定しておくこと。 

❖ 絶対に一人で抱え込まない。すぐに報告を行い、チームで万全の対応を行うこと。 

❖ 常に被害者の立場になって考え、子どもの命に関わる問題と心得ること。  

いじめ早期発見の努力事項（どんな小さな情報もキャッチできる体制づくり） 

本人・保護者からの発見 

❖ 常に相談しやすい関係を築く。（日記指

導・家庭との連絡・学級通信） 

❖ 生活アンケート・教育相談の実施 

❖ ハートなんでも相談室との情報共有 

本人・保護者以外からの発見 

❖ 定期的・臨時のアンケート調査の実施 

❖ 全教職員による、児童や保護者に関する

様々な情報交換 

❖ 学校運営協議会や公民館等との連携 

いじめをキャッチしたときの行動 （※ 重大事態を含む） 

いじめの認知 
      ①情報を得た教職員 ➡  ②児童が在籍する学級担任 ➡ ③学年主任 ➡ ④生徒指導主事 

※ 情報共有の順番は、形式にとらわれず柔軟に

行う。例えば、①の教職員から、②～⑤をまとめ

て行う場合もある。 

※ 必ずその日のうちに管理職まで情報を入れる。 

※ 校長は、市教育委員会へ連絡を入れる。 

 

⑤校長・教頭 

※いじめ認知の段階か

ら、日付や学校の対応を

含め時系列でまとめる。

５年間保管。 

事実確認の究明・具体的な対応策 

・ 組織的、迅速かつ正確に 

・ 情報源を明かさない 

・ 窓口の一本化 

・ 記録は時系列で取る 

・ 「事実」「不明」を整理しまとめる。 

・ 常に被害児童に寄り添った対応 

保護者（説明・報告等の情報共有） 

解消・継続指導（経過観察・臨時アンケートの実施・再発防止の取組） 

※ いじめ問題には、全教職員で対応する 

※ 被害児童への丁寧な見取り、心理状態の把握。 

 


